
「
康
熊
字
典
」

12 

『和
漢
朗
詠
集
私
注
』
の
方
法

.圃圃圃圃...  

・・・・4・
ーーーー・

木

雅

博

f和漢朗詠集私注jの方法

平
安
朝
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
成
立
し
た
後
々
な
作
品
に
お
い
て
、
『
和
漢

朗
詠
集
』

(以
下
適
宜
『
朗
詠
集
」
と
略
称
す
る
)
所
収
の
佳
句
の
引
用
が
随

所
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
注
釈
怠
な
ど
で
既

に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
引

用
を
発
見
し
指
摘
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
困
維
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
も
う

一
歩
踏
み
こ
ん
で
、
個
々
の
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お

い
て
、
作
者
は
如
何
な
る
意
図
を
も
っ
て
「
朗
詠
集
」
の
佳
句
を
引
用
す
る
に

至
っ
た
の
か
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
当
時
「
朗
詠
集
」
所
収

の
佳
句
の
一
つ
一
つ
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
具
体
的
に
知
る

必
要
が
あ
る
。

注
の
出
自

こ
の
佳
句
の
背
後
に
存
在
し
た
「
当
時
の
理
解
」
を
考
え
て
い
く
際
に

つ
の
大
き
な
手
が
か
り
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
現
存
す
る
最
古
の
「
和

漢
朗
詠
集
』
の
注
釈

R
で
あ
る

「和
漢
朗
詠
集
私
注
』

(釈
信
救
撲
。
応
保
元

年

〈
一
二
ハ
一〉

成
立
。
以
下
適
宜
「
私
注
」
と
略
称
す
る
)
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
私
注
」
を
身
祭
の
対
象
と
し
て
、
「
私
注
」
著
者

が
「
朗
詠
集
」
の
佳
句
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
注
し
て
い
っ
た
の
か
を
で
き
る

だ
け
具
体
的
に
追
求
し
、
そ
の
う
え
で
こ
の
「
私
注
』
の
注
釈
の
意
義
、
注
釈

の
目
的
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

『和
漢
朗
詠
集
私
注
」
に
お
い
て
苫
名
を
明
示
し
て
引
用
さ
れ
た
古
物
は
全

部
で
行
六
十
余
穐
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
国
鴨川
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
の
は
、

「
私
注
』
版
本
で
「
和
漢
朗
詠
集
私
注
巻
序
」
と
す
る
部
分
(
諸
写
本
の
本
文

に
拠
る
と
実
は
「
和
漢
朗
詠
」
と
い
う
言
葉
を
注
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判

明
す
る
)
に
引
か
れ
た
「
古
今
和
歌
集
序
」
と
「
日
本
講
記
』
、
佳
句
の
注
に
使

わ
れ
た
も
の
で
は
『
口
遊
』
「
扶
桑
集
』
(
引
用
部
分
は
神
武
天
皇
の
略
歴
を
述

べ
る
。
現
存
の
漢
詩
集
「
扶
桑
集
』
と
は
同
名
異
種
の
書
物
で
あ
ろ
う
J

「本

朝
詩
新
列
』
(
未
詳
。
引
用
内
容
か
ら
判
断
し
て
本
朝
詩
句
に
関
す
る
逸
話
の

頬
を
集
め
た
も
の
か
。
)
の
五
稀
だ
け
で
、
残
る
約
百
六
十
種
近
い

S
物
は
、
少

数
の
仏
典

(「法
華
経
」
「
法
苑
珠
林
」
な
ど
)
と
国
浮
か
漢
籍
か
の
判
別
が
困

艇
な
も
の
を
除
け
ば
、
全
て
淡
路
で
い
内
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら

大
ほ
の
漢
籍
の
引
用
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

占

υ

。例
え
ば
、

ぱ
、
「
字
」
に
つ
い
て
は

明
治
時
代
以
降
の
円
本
人
が
淡
詩
文
の
注
釈
を
行
な
お
う
と
す
れ

に
代
表
さ
れ
る
字
J
鎖、

「
獄
、
語
」
に





-

が
非
常
に
高
い
。
(
向
し
の
の
，
文
選
一
五
:
:
:
」
は
有
名
な
部
分
で
あ
る
か
ら

「
初
学
記
』
に
拠
ら
ず
直
鍍
文
選
」

γ
拠
3

た
と
も
考
え
ら
れ
る
-
)

次
の
的
立
て
「
雲
」
の
注
「
初
伝
記
円
、
陰
陽
気
来
日
ν
雲
。
文
け
=
山
川
気
回

也
己
は
、
『
初
学
記
』
「
天
部
ト
一
、
設
」
の
〔
級
事
〕
の
「
春
秋
元
命
包
け
、
陰
陽

取水
為
ν
雲
。
説
文
円
、
雲
山
川
気
也
叫
の
傍
線
部
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

欠
の
部
立
て
「
附
」
の
注
「
問
、
持
也
。
説
文
云
、
持
雨
止
也
」
も
、
「
初
学

記
」
「
天
部
下
、

鈴W
F
附
」
の
〔
級
事
〕
の
冒
頭
「
説
文
云
、
持
雨
止
也
己
と
あ
る

部
分
に
拠

っ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
次
に
く
る

部
立
て
「
晩
」
に
は
い
印
・が
施
さ
れ
て
い
な
い
白
そ
し
て
「
初
学
記
」
の
側
に
も

「晩
」
の
項
目
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
私
注
』
非
告
は
類
k
u

「
初
学
記
」
「
天
部
」
の
「
風
」
「
雲
」
「
持
附
」
の
項
目
に
よ
り
、
「
朗
詠
集
』
の

部
立
て

「風
」
「
雲
」
「
附
」
に
順
に
注
を
施
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、

次
の
部
立
て
「
暁
」
に
は
「
初
学
記
」
に
そ
の
項
目
が
存
注
し
な
か
っ
た
為
に
、

注
を
施
さ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
怨
定
さ
れ
る
。

の
.
項
目
と
直
後
関
辿
す
る
均
合
に
は
、
そ
の
検
索
も
等
易
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
「
私
注
』

HR修行
の
「
初
山下記』

利
川
は
こ
う
し
た
段
階
に
と
ど
ま

っ
て
い

‘，
‘
、2・
円u・

4
L
 
「初
出
子
記
』

に
は
詩
文
作
成
の
便
宜
の
為
に
各
項
日
ご
と
に
そ
の
項
目
と
関

連
す
る
故
事

・
典
拠
を
も

っ
熟
語
を
「
対
」
に
し
て
記
し
た
〔
事
対
〕
の
欄
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
宝
器
部
珠
」
の

〔事
対
〕
は
「
夜
光

明
月

魚
曾
穂
略
目
、
大
葉
国
出
'-明
除
夜
光
疎
:
:
:略
:::沈
償
遼
南
起
志
目、

海
中
有
=大
疎
明月
疎
水
欄珠
-」

と
い
う
具
合
で
あ
る
。「
私
注
』
著
者
は
「
初
学
記
』
の
項
目
に
引
か
れ
た
典
籍

の
み
な
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
〔
事
対
〕
に
引
か
れ
た
典
絡
ま
で
引
用
す
る
の
で

あ

る

が

、

の

利

用

に

関
し
て
は
以
下
に
述
べ
る
織
な
問
題
が
生

こ
の

〔事
対
〕

じ
て
く
る
。

長
楽
鐙
声
花
外
尽

総

池

柳
色
雨
中
深

闘
下
贈
=
問
会
人
4

李
峨
。
史
記
円
、
長
業
者
宮
名
、
漢
高
組
時
建
ν
之
。

武
陵
記
一昭一

謝
承
為
ニ
武
陵
郡
守
↓
時
有
二
黄
龍
-見
-一
於
郡
東
水
中
一
拝
表

上
質
。
因
ロ
?
龍
池
吋
云
云
。
(春
、
雨
。
※
一
「
因
」
{
子
版
本
欠
。
諸
写

本
に
よ
り
補
う
J

右
の
傍
線
部
の
「
武
陵
記
云
:
:
:
」
は
、
詩
句
中
の
「
龍
池
」
の
注
で
あ
る

が、

「初
学
記
」
の

「州
郡
部
江
南
道
」
の

〔事
対
〕
「
飽
池
鶴
沢
武
一
陽
記

回、

謝承
為
一世武
陵郡
守
叶
時有
=糞
純
見
一-於
郡
東
水
中
噌
拝表
上
賀
。
因号
--陶池
プ
::・
略
:
:
:
」
に

拠
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の

〔事
対
〕
を
引
く
為
に
は
、
「
飽
池
」
が
「
江
南

道
」
に
属
す
る
地
名
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
詩
句
や
詩

題
の
中
に
は
全
く
そ
の
手
が
か
り
は
無
い
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
例
を
も
う

一
つ

挙
げ
れ
ば
、

以
上
の
事
例
か
ら
「
私
注
』
著
者
は
「
初
学
記
』
を
い
わ
ば
「
辞
口
が
わ
り
」

に
使
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
当
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
今
少
し
そ
の

具
体
的
な
利
用
法
を
考
え
て
み
よ
う
。

池
冷
水
無
三
伏
夏
松
高
風
有

一
声
秋

夏
日
間
遊
ν
暑

源
英
明
三
伏
者
陰
陽
書
日
、
夏
至
後
第
三
庚
為
=
初

伏
目、
第
四
庚
為
ニ
中
伏
-、
立
秋
後
初
庚
為
-一
後
伏
-、
謂
--
之
三
伏
一。

前
日
栂

日
、
謂
=
之
三
旬
、

此
詩
文
詳
。
:
:
:
略
:
:
:
(夏
。
納
涼
)

こ
の
注
の
傍
線
部
は
全
て
「
初
学
記
』
の
「
歳
時
部
下
、
伏
日
」
の

〔級
事
〕

に

「陰
陽
書
目
、
従
=
夏
至
一後
第
三
庚
為
ニ
初
伏
一
第
四
庚
為
=
中
伏
(
立
秋
後

初
庚
為
--後
伏
一
謂
z

之
三
伏
。
曹
植
謂
=
之
三
旬
一は
と
あ
る
の
に
拠
る
。
既
述

の
部
立
て
の
例
や
こ
の
「
三
伏
」
の
例
の
よ
う
に
、
注
す
る
言
葉
が
「
初
学
記
』

石
床
留
ν
洞
嵐
空
払
玉
案
鋤
ν
林
鳥
独
暗

山
中
有
--
仙
室
↓
菅
三
口問
。
関
中
記
回
、
諸
山
石
室
十
余
処
。
有
=
石
床
サ

14 f和漢朗詠集私注jの方法
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こ
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ふ

乞
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上
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手
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一一だ
が
、
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で
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刀
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叫
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に
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る

る
が
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こ
の

lふ

で

る
と
ム

に
非
常
に
有
周
作

も
の
ご
ろ
・
フ
か
。
ち
会
み
に
、
「
私
注
』

L
引
用
さ
れ
と

ら
れ
る
可
能
性
の

の
五
句
の
ル
.

語
っ
て
L
る
の
で
は

ヰ
の
・
フ
ち
、
『
沼
品
下
ロ
比
一』
か
ら
の
「
孫
引

L田ー

と

名
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・
列
仙
伝

・

る
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、

「
L
E
』
の
「
周
t
u
」
中
の

名

、

j交

-・咽
且
噌

e

・

、.
・、J
・・、
.司

、

(. 

u 

カf

が

、

• 

•••. 

，、a司
・
'

，aト
品

『臥
A一」

k 

I~ 

ー圃・

い咽
A
W

と
が

va--
‘t
 

4
4
r，
‘
噌
咽

そ
し

ト
h
w
t

， ~ I 、

。

。

か
し
、

『

LY--.」

岬

ra恥

l
i

-
-

-z、t
川
温
司

.

，

a-

-F-
A
叫

4
"
“HH
t
l、

j

-
-b

S
E
E
--

、

‘.a
，，
 

‘
I
 

『弘
j
』

• 

1
2
、

•• 
，‘，a
，
 

山
吋

f
r均

ゆが
H
N

た
れ
る
。

トし

の
問。
の
「
帥

'u」

向j[，m 115 



注』

に
は

『蒙
求
注
」
な
り
の
守
備
範
囲
が
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な

‘、a司

、‘.
内JW

し
カ
4

早
川
氏
が
、
こ
の
論
考
で

一
致
を
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
例
を
含
め
て
、
『私
注』

著
者
の
「
蒙
求
注
』
の
利
用
法
を
考
え
て
み
た
い
。

或
垂
=
花
下
-
潜
増
二
国型
子
之
悲
-

時
短
…--
業
間
-
暗
動
-一
清
郎
之
思
-

密
雨
散
如
ν
紙
序

江
以
言
或
云
都
在
中
准
南
子
日
、
墨
子
見
--
練
紙
一
而

泣
ν
之
。
染
エ
其
色
-可
-一
以
黄
一
可
-一
以車
部
↓
:
:
:
略
:
:
:

(春
。
雨
)

こ
れ
は
早
川
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
例
で
、
傍
線
部
「
准
南
子
日
:::」

は
句
中
の
「
墨
子
之
悲
」

の
背
後
に
あ
る
故
事
を
説
明
し
て
、
句
題
の
「
紙
」

注
ヒ

と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
注
で
あ
る
。
宮
内
庁
主
陵
部
蔵
『
古
注
蒙
求
」
の

標
題

「露
子
悲
ν
紙
」
の
注
に

「准
南
子
、
議
子
見
二
練
紙
-而
泣
ν
之
。
為
f

其
可
=

以
資
一
可
1

以
墨
ー
は
と
あ
り
、
「
初
学
記
』
な
ど
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

恐
ら
く
「
蒙
求
注
』
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

毛
宝
亀
帰
-る穴

白
。
順
。
胸
句
。
捜
神
記
日
、
毛
宝
行
於
江
、
見
三
漁
人
釣
二
得

一
白
亀
↓

宝
憐
ν
之
購
而
放
-一
江
中
↓
宝
後
与
--石
虎
将
軍
-交
戦
市
敗
波
ν
江
。
脚
如
ν

'
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
lf
l
l
i
i
i
l
l
l
l
l
l
l阪
L
l
l
l
l
l
i
i
l
l
l
l
lI
l
l
-
-

踏
ニ
着
物
↓
漸
浮
至
ν
岸
。
{玉
視
ν
之
、
乃
昔
所
ν
放
亀
也
。
甲
長
四
尺
。
文

選
注
目
:
:
:
略
:
:
:
。
(雑
。
白
。
※
一
「
所
」
字
版
本
欠
。
諸
写
本
に
拠

り
補
う
J

こ
れ
も
早
川
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
例
で
、
傍
線
部
「
捜
神
記
日
:
:
:
」

は
句
中
の

「
毛
宝
仙唱
」
に
関
す
る
故
事
を
説
明
す
る
と
共
に
、
句
題
の
「
向
」

と
の
関
連
を
も
明
ら
か
に
す
る
注
で
あ
る
が
、
こ

の
注
も
「
古
注
蒙
求
』
の
標

題

「
毛
宝
白
亀
」
の
注
「
捜
神
記
、
毛
宝
行
二
於
江
一
見
三
漁
人
釣
=
得

一
向
他
4

{
玉
憐
賊
放
エ
江
中
↓
宝
十
余
年
守
三
鎮
柿
城
一
与
=
石
虎
将
軍
-交
戦
、
敗
投
ν
江。

脚
路
二
者
物
一
漸
浮
歪
ν
岸
。{玉
視
ν
之
乃
北
n
所
ν
放
省

o
n氾
甲
長
同
尺
。
他

至
--中
流
、
鎖
反
顧
ν
宝
J
-

の
傍
線
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
「
初
学
記
』
の
「
他
」

部
に
は
こ

の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
「
蒙
求
注
』
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う。

昔
年
顧
ν
我
長
青
眼

今
日
逢
ν
君
己
白
頭

贈
-一狩
街
↓
許
海
。
世
説
日
、
防
籍
、
字
嗣
宗
。
能
以
為
-一
青
白
眼
刊
見
二
凡

俗
之
士
一
以
=
白
眼
一対
ν
之
。
見
=
賢
人
一
以
z

青
眼
-対
レ
之
。
:
:
:
略
:
:
:

乃
愁
康
登
酒
挟
ν
琴
、
造
而
吊
ν
之
。
即
以
ニ
青
眼
-見
ν
之
也
。

(雑
。
交
友
)

こ
れ
は
早
川
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
で
、
傍
線
部
「
世
説
日
:
:
:
」

は
全
て

『蒙
求
注
」
の

「院
符
古
川
限
」
な
る
標
題
に
附
さ
れ
た
注
と
一
致
す
る
。

以
上
の
三
例
を
み
て
い
く
と
、
最
初
の
例
は
「
朗
詠
集
』
の
句
中
の
「
量
子

之
悲
」
と
「
蒙
求
」
標
題
の
「
墨
子
悲
紙
」
、
次
の
例
は
句
中
の
「
毛
宝
亀
」
と

標
題
の
「
毛
宝
向
他
」
、
最
後
の
例
は
句
中
の
「
青
眼
」
と
標
題
の
「
院
絡
脊
眼
」

と
い
う
よ
う
に
、
「
朗
詠
集
』
句
中
の
人
名
或
い
は
語
句
と
「
蒙
求
』
の
「
標
題
」

と
の

一
致
に
注
目
し
、
そ
の
標
題
に
附
さ
れ
た
注
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
平
川
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
他
の
「
蒙
求
注
」
の
引
用
例

も
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
方
法
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
蒙
求
」
の
「
標
題
」
は
全
て
四
字
か
ら
な
り
、
「
人
名

(二

字
)
プ
ラ
ス
そ
の
人
物
に
関
す
る
故
事
を
代
表
す
る
語
句

(
二
字
ご
と
い
う
情

成
を
と
る
。
そ
し
て
「
蒙
求
」
全
体
に
は
こ
う
し
た
「
標
題
」
が
五
百
九
十
余

り
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
蒙
求
注
』
は
い
わ
ば
「
人
名
故
事
辞
典
」
と
し
て
、

「
朗
詠
集
』
の
佳
句
中
に
人
名
や
そ
の
人
物
の
故
事
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
場

合
に
大
き
な
威
力
を
発
四
伸
し
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「百
議
注
』
の
利
用

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
『
初
学
記
』
「
蒙
求
注
」
の
如

16 f和漢朗詠集私注jの方法
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符
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
て
必
釈
に
利
用
し
て
い
る
均
合
も
あ
る
こ
と
が
推
定

法
で

「私
注
」
に
引
か
れ
た
全
て
の
『
文
選
』
「
文
選
注
』
の
引
用
を
行
な
っ
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
相
吋
什
の
お
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

現
在
、
技
々
が
漢
詩
文
の
注
釈
に

「文
選
』
「
文
選
注』

を
利
用
し
よ
う
と
す

る
な
ら
、
ま
ず

「文
選
索
引
』
を
使
い
、
注
を
施
そ
う
と
す
る
語
句
の
「
文
選
」

中
に
於
け
る
用
例
の
有
無
や
そ
の
所
在
箇
所
を
容
易
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

る。

こ
う
し
た
窓
口物
が

「私
注
』
著
者
の
時
代
に
お
い
て
も
や
は
り
存
在
し
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

さ
れ
る
。

「
私
注
」

描n
h
n
の
行
詠
注
』
の
引
用
は
、
「初
学
記
」
の
均
合
と
同

同
時
に
、
「
広
明
行
詠
」
の
十
二
の
部
屯
て

(乾
象

・
坤
依

・2
n
革

・
嘉
樹

・
霊
禽

・

併
以

・
居
処

・
服
玩

・
文
物

・
武
器

・
音
楽

・
玉
白
巾
)
と
、
そ
の
部
立
て
毎
に

配
註
さ
れ
た
十
種
ず
つ
の
持
題

(乾
象
に
は
日

・
月

・
星

・
風
:
:
:
、
坤
儀
に

は
山

・
石

・
原

・
野
:
:
:
と
い
う
具
合
に
)
と
を
手
が
か
り
に
し
て
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
想
像
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て

初
尾
武
氏
は
そ
の
論
考
「
類
書
の
研
究
序
説
け

五
代
十
国
宋
代
頬
舎
略

+でニ

史
|
|
」
の
中
で
、
「
文
選
双
字
頬
要
」
(宋

・
蘇
易
筒

〈w
i
mm〉
撲
)
「文
選

注
十
二

類
林
』
(宋

・
劉
倣
撰
)
と
い
う
二
種
類
の
「
文
選
」
関
係
の
類
書
に

つ
い
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
三
巻
、
後
者
は
十
八
巻
か
ら
成
り
規
模
に
は
差
が
あ

る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
両
者
と
も
に

「
天
道

・
地
道
:
:
:
百
虫

・
花
木
」
な

ど
の
「
門
」
を
設
け
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の

「門
」
の
下
に
「
子
目
」
を
置
き

(例

え
ば
「
天
道
門
」
だ
と
大
極

・
天

・
日

・
月
:
:
:
春

・
夏

・
秋
・

冬
と
い
う
具

合
に
)、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
子
目
」
に

「文
選
」
中
の
ニ
字
の
熟
語
を
集
め
て
、
そ

め
熟
語
に
付
さ
れ
た
注
と
熟
語
の
出
典
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
両
書
は
現
代
の
「
文
選
索
引
」
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
も
の
で
は
な

い
か
。
幸
い
に
内
閣
文
庫
に
於
て
、
両
容
の
明
代
の
刊
本
と
「
私
注
』
所
引
の

『文
選
』
『
文
選
注
』
と
の
対
照
を
試
み
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は

両
舎
と
も
「
私
注
』
で
引
用
し
て
い
る
「
文
選
」
の
熟
語
と
は
、挙
例
が

一
致
し

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
私
注
」
著
者
が
利
用
し
て
い
た
形
跡
は
見
出
し
難

い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
舎
は
共
に
宋
代
初
期
と
い
う
比
較
的
新
し
い
時
代
に

成
立
し
た
書
物
で
あ
り
、
当
時
の
我
国
で
の
利
用
を
示
す
資
料
も
得
ら
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
『
私
注
』
著
者
の
時
代
に
は
ま
だ
利
用
し
難
い
害
物
で
あ

っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「文
選
注
」
の
利
用

「和
漢
朗
泳
築
私
注
」
全
体
を
通
じ
て
「
文
選
」
本
文

は
内
ト
ヒ
筒
所
、
「
文
選
注
」
は
六
卜
問
筒
所
に
わ
た
り
使
用
さ
れ

て
お
り
、
「私

注
』
引
用
方
の
中
で
も
最
も
利
用
度
の
お
い
k
u
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の

膨
大
な
性
物
を
「
私
、在
」
符
者
は
ど
の
織
に
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る。

厳
ν
粧
金
屋
之
中
音
蛾
正
尽

罷
レ
宴
唆
鐙
之

上

紅

燭
空
余

晩
賦
。
謝
観
。
初
学
記
日
:
:
:
略
:
:
:

文
選
臼
、
既
通
=
金
問
籍
一
後

酌
=
唆
鐙
理
↓
註
云
、
金
問
金
門
也
。
唆
鐙
謂
f

天
子
宴
ニ
群
臣
-之
席
1

也
。

(雑
。
晩
)

右
の
傍
線
部
は
、
句
中
の
「
金
屋
l
l
毒

鐙

」
の
対
と
類
似
す
る
も
の
と
し

て
「
文
選』

に
「
金
閣
|

|
場

経
」
の
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
更
に
そ
の
注

を
引
用
し
て
語
の
解
説
を
施
し
た
も
の
で
、
「文
選
』
巻
三
十
の
謝
玄
略

「始

出
エ
尚
書
省
一」
詩
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
私
注
』
著
者
は
こ

の

「金

屋
」
「
漫
経
」
を
注
す
る
場
合
に
、
「文
選』

を
隅
か
ら
隅
ま
で
検
索
し
て
こ
の
謝

玄
晦
の
詩
に
類
似
の
表
現
を
発
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
よ
う
な
方

18 f和漢朗詠集私注jの方法
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注
ト
三

度
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
存
の
『
臼
氏
文
集
』
古
紗
本
の
大

部
分
が
こ

の
巻
一ニ

・
四
の
「
新
楽
府
」

の
断
簡
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
事
実
と
符

合
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
私
注
』
著
者
に
も
「
白
氏
新
楽
府
略

注
十
四

意
』
と
題
す
る
「
新
楽
府
」
専
用
の
注
釈
警
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
自
氏
文
集
』

の
中
で
も
特
に

「新
楽
府
」
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

か
で
あ
り
、
更
に
も
し
『
文
選
注
』
が
推
定
の
如
く
『
文
選
』
の
選
句
類
を
媒

介
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
立
派
に
辞

S
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

勿
論
、
こ
れ
ら
の
書
物
以
外
に
も
辞
書
的
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る

も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
『
瑚
玉
集
』
(
類
舎
。
巻
十
二
と
巻
十
四
の
み
現
存
。

「
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
全
十
五
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
私
注
』
一
笛
所

に
引
用
)、
『麹
林
文
苑
」
(
類
書
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
『
私
注
』
ニ
箇
所
に
引
用
)、

「
御
覧
』

(恐
ら
く
「
修
文
殿
御
覧
』
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
国
見
在
番
目
録
』
に
全

三
百
六
十
巻
と
記
さ
れ
る
。
「
太
平
御
覧
』
に
そ
の
面
影
を
と
ど
め
る
が
、
そ
れ

注
十
五

自
体
は
現
存
し
な
い
。
「
私
注
』
一
箇
所
に
引
用
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
ご
く
一
部
が
現
存
す
る
だ
け
か
、
ま
た
は
現
存
し
て
い
る
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
な
い
書
物
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
全
体
を
「
私
注
」
と
対
照

し
て
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
「
御
覧
』
が
も
し

「
修
文
殿
御
覧
』
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
百
六
十
巻
も
あ
る
膨
大
な
類
書

を
書
名
を
明
記
し
て
た
だ
一
度
だ
け
引
用
す
る
と
い
う
の
は
い
か
に
も
不
自
然

で
あ
り
、
当
然
「
私
注
」
著
者
は
「
御
覧
」
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
を
断

わ
ら
ず
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
典
籍
を
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
箇
所
で
引
用
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
或
い
は
逆
に
『
私

注
」
著
者
は
「
御
覧
』
を
実
際
に
は
見
た
こ
と
が
な
く
、
偶
々
何
か
の
審
物
に

引
か
れ
て
い
た
「
御
覧
』
の
記
事
を
そ
の
箇
所
に
一
度
だ
け
引
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
想
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
『
太
平
御
覧
」
が
ど
こ
ま
で
「
修

文
殿
御
覧
」
の
実
体
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
、
部
分
的
に
し
か
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
現
状
で
は
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
『
私

注
」
自
体
に
は
全
く
書
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
類
符
や
注
釈

S
の
た
ぐ
い
を
、

「
私
注
」
著
者
が
辞
書
的
に
孫
引
き
し
て
利
用
し
て
い
る
可
能
性
も
十
分
考
え

ろ
う。「新
楽
府
」
以
外
の
例
を
み
る
と
、
「
文
集
日
:
:
:
」
と
し
て
「
朗
詠
集
」
所
収

の
詩
句
を
引
く
も
の
が
七
例
あ
り
、
残
り
の
「
そ
の
他
」
の
七
例
も
著
名
な
作

品
か
ら
の
引
用
が
大
部
分
で
あ
る
。

従
っ
て
、
「
文
選

・
文
選
注
』
が
全
体
に
わ
た

っ
て
万
通
な
く
利
用
さ
れ
て
い

る
の
と
は
異
な
り
、
『
白
氏
文
集
』
に
関
し
て
は
、
巻
三

・
四
の
「
新
楽
府
」
に

焦
点
を
絞

っ
て
利
用
し
、
そ
れ
以
外
の
巻
々
に
つ
い
て
は
著
名
な
作
品
を
除
い

て
あ
ま
り
積
極
的
な
利
用
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

こ
れ
は
、
一
つ
に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
『
私
注
』
著
者
の
「
新
楽
府
」
重

視
を
反
映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
別
の
見
方
を
す

れ
ば
『
私
注
』
著
者
が
「
文
選
』
に
つ
い
て
は
「
語
句
索
引
」
の
類
を
利
用
で

き
た
の
に
対
し
て
、
『
白
氏
文
集
」
に
は
そ
う
い
う
「
索
引
」
の
類
が
存
在
し
な

か
っ
た
か
、
存
在
し
て
い
て
も
利
用
で
き
な
か
っ
た
為
に
、
こ
の
よ
う
な
「
白

氏
文
集
』
の
利
用
方
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
私
注
』
の
注
釈
に
用
い
ら
れ
て
い
る
主
な
資
料
五
穏
に
つ
い
て
具
体

的
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
最
後
に
挙
げ
た
「
白
氏
文
集
」
の
み
は
少

し
様
子
が
異
な
る
が
、
「
初
学
記
』
「
蒙
求
注
』
「
百
詠
注
」
は
何
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の

「
項
目
」
「
標
題
」
「
詩
題
」
を
利
用
し
て
辞
百
的
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

20 f和漢朗詠集私注jの方法
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一

釈
で
あ
り
な
が
ら
、
近
代
以
降
に
編
ま
れ
た
「
朗
詠
集
」
に
関
す
る
注
釈
で
は

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
は
た
し
て
そ
れ
は
単
純
に
「
払
注
」
の
欠
陥
と
し
て
片
付
け
ら
れ

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
江
相
公
が
、
や
が
て
「
朗
詠
集
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
謝
安
辞
ν

功
:
:
:
」
と
い
う
句
を
作
っ
た
時
に
も
、
そ
し
て
後
世
「
朗
詠
集
』
を
通
じ
て

釈品川
U

よ
り
も
、
そ
の
佳
句
の
成
立
当
時
の
理
解
の
さ
れ
方
に
近
い
注
釈
を
施
し

て
い
る
場
合
も
案
外
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
は
、
平
安
末
か
ら
中
世
に
お

け
る
「
朗
詠
集
』
の
佳
句
に
対
す
る
理
解
を
考
え
る
際
の
大
き
な
手
が
か
り
と

な
り
得
る
の
だ
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
さ
か
の
ぼ

っ
て

『
朗
詠
集
』
所
収
の

佳
句
そ
の
も
の
を
考
え
て
い
く
場
合
に
も
、
我
々
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
句
を
享
受
す
る
人
々
が
こ
の
「
謝
安
」
と
い
う
語
を
自
に
し
た
時
に
も
、

共
に
脳
裏
に
想
い
浮
べ
た
の
は
恐
ら
く
『
血
白
書
」
の
「
謝
安
伝
」
そ
の
も
の
で

は
な
く
て
、
幼
い
頃
か
ら
頭
に
叩
き
こ
ま
れ
て
い
た
「
蒙
求
』
の
「
謝
安
高
潔
」

の
四
字
の
標
題
と
、
そ
の
注
と
し
て
附
さ
れ
た
い
わ
ば
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
笠
間

性

「謝
安
伝
乙

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
(仮
に
彼

ら
が
直
接
室
白
書
』
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
)

こ
の
よ
う
に
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
「
私
注
」
著
者
が
主
に

「
初
学
記
』
「
蒙
求
注
」
「
百
詠
注
」
な
ど
を
注
釈
に
用
い
る
の
は
、
「
こ
う
し
た

資
料
し
か
利
用
で
き
る
も
の
が
な
か

っ
た
己
と
い
う
消
極
的
な
理
由
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
或
い
は
「
「
朗
詠
集
』
所
収
の
佳
句
自
体
も
こ
う
し
た
資
料
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
注
釈
に
活
用
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
己
と
い
う
積
極
的
な
意
識
に
基
く
行
動
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

『私
注
」
著
者
は
、
出
家
以
前
は
勧
学
院
北
堂
の
学
生
で
あ
り
、
出
家
後
も

注
十
七

南
部
に
於
て
研
績
を
続
け
て
い
た
学
僧
で
あ
る
。
彼
が
学
ん
で
い
た
平
安
朝
末

期
の
漢
学
が
、
平
安
朝
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
漢
学
の
方
法
を
完
全
に
受

け
継
い
だ
も
の
で
は
勿
論
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
幾
ら
か
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
認
め
て
も
良
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

白
居
易

・
元
棋
な
ど
唐
人
の
手
に
な
る
佳
句
の
注
は
と
も
か
く
、
本
朝
文
人
の

手
に
な
る
佳
句
の
注
に
関
し
て
は
、
『
私
注
」
は
、
近
代
以
降
に
編
ま
れ
た
諸
注

(司

注
の
自
的

こ
れ
ま
で
の
部
分
は
、
主
と
し
て
注
釈
に
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
面
か
ら

「
私
注
』
の
特
色
を
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

注
釈
の
態
度
自
体
に
お
い
て

も
『
私
注
』
は
近
代
以
降
に
編
ま
れ
た
諸
注
釈
害
と
は
異
質
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
。

近
代
以
降
の
諸
注
釈
舎
が
佳
句
の
解
釈
を
最
も
重
要
な
目
的
と
し
て
作
成
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
私
注
』
に
は
、
例
え
ば
「
歌
酒
家
家
花
慮
慮
」
(
春

・

春
風
ハ)
と
い
う
句
の
「
歌
」
に
つ
い
て
「
史
記
日
、
詩
一
冨
レ
志
、
歌
詠
レ
言
己
と

注
し
た
り
、
「
送
ν
春
不
ν
用
ν
動
--
舟
車
一」
(
春
・三
月
尽
)
と
い
う
句
の
「
舟
車
」

に
つ
い
て
「
孔
子
日
、
北
田
実
仲
造
z
舟
車
↓
史
記
目
、
陸
操
ν
車
、
水
操
ν
舟
は
と

注
し
た
り
す
る
な
ど
「
詩
句
理
解
の
上
で
き
し
て
注
の
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ

る
語
句
」
に
対
し
て
「
詩
句
理
解
に
直
接
係
わ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
注
」
を
施

す
場
合
が
ま
ま
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
例
を
、
「
私
注
』
の
中
か
ら
更
に
検
索
す
れ
ば
、
「
留
ν
春
不
ν
用
エ

関
城
国
司」
(春
・

三
月
尽
)
の
「
関
城
」
に
関
す
る
注
「
史
記
日
、
秦
始
皇
令
f

蒙
悟
築
中
長
城
い
以
禦
=
胡
人
一也
は
、
「開
ν
箱
衣
帯
エ
隔
ν
年
香
-」
(
夏
・更
衣
)
の

22 f和漢朗詠集私j幻の方法
. 
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一

日
勿
日
、

地
得
ニ

以
事
也
。

洪
洪
大
、
荒
淀
川
泣
也
。
ゴ

広
人
荒
川
ι
、
蹴
枇
レ
可
ν
測
・
・
知
之

乎

。

『利
淡
朗
一祢
集
弘
一
ぽ
」
〔
山
性
、
柳
〕

山
何
日
風
E

出
柴
山
明

天
玄
地
質
也
。
老
f
r
H
、
大
刈
リ
レ
.
以
前
、

こ
の
よ
う
に
、
『
弘
注
』

刊
行
主
は、

先
行
の

『
百
詠
、ぽ
』
や
「
千
{子
文
注
」
の

24 

A 

現
存

『
百
一
泳
注
」

〔許
制
部

，fJ~ 

『利
泌
則
一泳
集
私
一川

(維

飢

〕

J

次
H
H

山
U
Lし
1
7
山
川
上
寸

4
喝

4
矧

E
F
・
's

a

E

'
'
ll!
H
H
H

劉
品
川
均
。
J
此
約
締
・・
が
花
之
出
前
、

的
・・
川
川
之
池
上
。

校

無
限
月

削
見
舞
庭
前
花
一
怖
心
胞

共
工
寺
1
1
、

、、，
L

・3
t

d
H
r
rト

延
小
無
限
付
。

• 

.
 
丸
一1
μ
J
ぷ
J
i

、
主
走

k
t
s
o
・r
・
3
1
1

日
U
一

h
Hサ

S

I
l

t
-
公

"L合
札

ν
高
下

L
』

1
rト

p
刊

1

h

は
マ
ト
本
J
O

山
川
レ
酔町民・
・
rn

B 

と
し
て
い
き
な
り
持
句
全
体
の
芯
を
述
べ
る
だ
け
で
、

他
に
は
何
も
注

f手117挺f)JJ，;ポ払H.i:tJのプj7}l

j主 自

千 tn
字樹
文注.。

D
-
E
か
ら
わ
か
る
般
に

「一
h
d礼
』
「
千
{
子
文
注
」

lま

「・f
m

フ
コ
ョ
ロ
ハ

天
地
玄
武

Eli 
uh 
.m. 

し
な
い
均
合
が
あ
る
が
、
「
私
一
一
正
』
に
も
出
川
同
僚
の
形
式
の
注
が
幾
例
か
存
在
す
る
。

川ーか
K
F将
・・ノ
h
・4
、

r
Eド
ル

-

d

嶋田
a
n
F

-

an
-

可-

往
古
来
ろ
訪
・;
乙
街
。

i

ぽ
の
形
式
を
参
考
に
し
て
、
「
『
朗
品
集
』
に
対
し
て
も
、
「百

d
」『
千
字
文
」
な

入
地
宇
川
山
之
内
、

ど
と
問
般
に
、

初
学
行
の
為
の
ぼ
釈
を
作
成

F
る
こ
と
」

を
日
的
と
し
て
、
..... 
、-

、

の
代
川
物
を
者
わ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る

仰
心
月
泥
交
校
長

も
し
こ
の
推
定
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
は
、「
私
一任
』
が
む
付
句
の
聞
は
併
に
紅
待
係

量
抑
払
・・
総
本
・詩
。
官
三
口問
。
加
者
淵
也
。
水
深

H
L
部
。
百
一詠
月
詩
川
、

長
生
・・三
五
タ

一左
京
。
秘
乍
レ
・
水
之
山
け
い
也
o
・r・n
払
水
之
柳
照
レ
抑
之
月
続

わ
ら
な
い
郎
立
て
や
語
句
に
ほ
し
て
同時々

な
知
識
を

d
f
の
も、

初
学
者
へ
の

政
日
援
の
為
で
あ
る
と
解
せ
る
の
で
あ
り、

ま
た

「私
注
」
が
『
朗
詠
集
』
の

「淡

交
t

枝
、
浮
必
之
政
川
悦
ι
一
策
ぶ
-
ぶ

『百
一詠
注
」
「
千
字
文
、札』

比
ハ
に
詩
句
中
の
語
句
に
つ
い
て
注
を
施

詩
文
」

の
み
を
注
し
、
「和
歌
」
に
つ

い
て
は
、
一
花
は
お
ろ
か
そ
の
本
文
さ
え
記

「朗
一詠
集
』
を
淡

A
・
8
の

し
、
そ
の
後
に

「
母
国
フ
コ
コ
ロ
ハ

:
:
:
」
と
し
て
詩
句
全
体
の
壱
を
総
括
し
て

さ
な
い
の
も
、
「
百
詠
』
「
千
字
文
』
『
家
求
」
な
と
と
同
級
に

学
へ
の
入
門
同
文
典
と
し
て
取
り
扱

っ
た
為
で
あ
る
と
解
し
得
る
の
で
は
な
か

述
べ
る
。
C
の

「
私
注
』

の
例
も
全
く
問
機
で
あ
り
、

こ
の
形
式
が

『
私
注
』

ろ
う
か
。

に
お
い
て
抗

多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

D 

f見
存

「百
一詠
注
」

〔高
樹
部

l~ 
来
持

悔

7主

雪
L::o、

d 凸

雄弱i
..雪限
同色

風
ヲ!
悔
朝
間
色
、
而
待
随
・・
去
米
之
風
。

一、

『原
本
系
ヱ
箔
』
の
L
L
代
か
ら
手小
皮
切
初
期
に
お
け
る
利
用
に
つ
い
て
、

小
島
吉
之
氏
「
国
風
時
以
時
代
の
文
学

・
中
上
」
(
附
制
作
房
刊

「二
、
上
代
に
於
け
る
訓
訴
の
-
面
」
に
考
証
が
あ
る
。
の
第
甲
甲

E 

「
注
千
字
文
』

孤
陥
寡
聞

言
孤
陥
少
間
人
、
有
b

所
側
一
言
説
不

v
A口

恐
政
等
絹

忠
弘
の

道
理
?
為
ニm
忠
桜
之
人
、
誹
飢
以

一一、

「私
注』

の
引
用
は
、

無
刊
記
版
本
に
よ
る
が
、

諸
写
本

(こ
れ
ま
で

其
語
一也
勺

に
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は、

宮
内
庁

nn
陵
部
蔵
巻
子
本

2存



〉
・
同
三
E
P

一
節

-
国
立
ロ

が冊

• 

-
内
閣
文

r
一

u

一
子
付
属
図
書
館
蔵
三

ニ
の
部
分
の
右
績
に
ポ
印
を
付
し
、

也
、
-
-
そ
の
旨
を

九
し
、

-_'、

の五一
.4)

と
比

し
て
誤
‘

あ
る
岡
崎
ム
口
に
は
、

伝
・
本
」

3
旬
。

『

mu苑
』
お

。
明
治
四
十
1
年

1行

」
(
『
ピ
-

叫
叩
刊
円
.
2
)

コし

d

b
・
』

草

ga
，，、J
J
~

な
お
、
『
弘
注
』

桂
一時
に
つ

L
F

工
、

十
、
現
不
「
a

••. 

ト
L
M

の
諸

の

、

の
-、

信
教
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
」
(
『
斯
道
支
千

詳
し
く
と
J

・
つ
れ
♂

い唱。
。

〈七
二
五
〉
成
立
。
二
十

(
「
四
庫
全
舎
総
目
提
要
』
子

『
初
学
記
』
は
中
華
民
国
明
文
代u
局

朝
古

+一、

三
、
三
十
巻
。
唐
徐
竪
等
奉
勅
撲
。
開
元
十
三
年

三
部
、

三
百
十
三
子
自
に
分
類
さ
れ
る
。

稿
で
用
い
る

「
類
書
提
刊
之

一
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

」
を
底

。
、、-

一ー、• 

斎
袖
珍

印
行
の

と
し
た
活
字
本
で
あ
る
。

四
、
注
三
で
述
べ
た
鼎
文
f
u
局
印
行
の

表
」
が
附
さ
れ
、

『
初
学
記
』

「
桃
山
勘

十
三

、

に
は
巻
-こ
と
に

日月
の

占
ト
年

〈一

五

一
τ
一〉

に
女
同
が
刻
印
し
た

株
取
可
均
の
校

(
「
厳
陸
校
こ
)
と
の
こ

こ
の
傍
線
部
に
つ
い
ど
は
特
に

つ
本
」
以
前
の
本
文
に
「
陰
mm怒
而
為
L

風」

と
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
。

一
(「
安
刻
・
本
』

)
L
、

現
存
『
初
学
記
』
中
最
古
の
「
k

~

し
た
本
文
を
更
に
消
の
陸
心
源
が
校
し
た
・
，

↑司、

文
校
異
か
記
さ
れ
て
い
る
が
、

穫
の
校
異
は
鍾
・
い
。
或
い
は

::E. 、

五

4

写
の
あ
る
段
階
で
誤
写
さ

『
私
注
』
諸
本
何
れ
も

「暴
」
に
作
る
。

れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
後
代
ま
で
受
け
継
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
滋
賀
大
同
文
』

6
日行
。

七
、
上
巻
た
け
の
残
倒
木
て
は
あ
る
か
、
現
存
「
四
求
注
』

合
態
を
一
不
「
写
本
。
早
川
光
ご
一
郎
氏
「
談
求
諸
・
本
考

(そ
の

こ
」
(
『
滋

賀
大
学
教
育
学
部
紀
.
安
』
第
時
日
巧
)
並
び
に
池
田
利
夫
氏
『
日
中
比
較

文
学
の
基
礎
研
究
』

(笠
間

A
院
刊
)
の
第
四
背
中
「
市
川
物
穏
と
古
川
ポ
の

-m

、

-a
 /
 

十
《
、

の
小
で
は
品

前官

、

州
向
!
と

u
m

氏
『
日
中
比
内

.F

」
で
詳
し

い
λ

明。

応

.~ 

の
延
徳
二
年

〈
一
四
九

O
¥

:
と
と
内
.
也
に
よ
さ
れ
と
写

-
3
4
e

、.

4
-
H
L
 。

v、

「
吠
尚
一同

-・-

お
ト
.
制
。

圃圃副'

1
・

1

・
s‘. 

ら]

J
3

の
中
で
初
九
八

γ
「市

tη 

IJ~~ 

U
F

れ

γ
十

必
し
た

よ
な
い
か
叫
と
を
っ
て
お

r
れ
る
。

-

神
間
、

九
i丈

ぢ
H
E

」
ミ
向

総
と
岡
正
.
ム

お
お
谷
川

・
日
刊ソ
、
k
川

k
円
氏

「却
?
ト
欠
川
氏
.
‘
仏
ハ
け

的
考
文
z」
〔
「
山

k
h乙
丸

法
こ
で
約
十
九
r
k
川
氏
の

「"へ
ん
紋
と
そ

u
l
刊行
)
な
ど
。

日
考
に
附
L
E
¥

「
内
氏
札
制
泌

-M
時
窓』

い
つ
い
て
の
前
j
"

と
ド

こ
の

文
の
翻
リ
が
峨
せ
f
れ
t
い
・3

庇
=
.
氏

悼
文
殿
御
“
.

い
つ
い
，
t
」

I
H
l
s

、unu

-

-
'
!
 

合

hvnnu
o

Aパ
ZE
n
nれ

我
が
闘
に
お
け
る
'」の
必
物
の
刈
川
『

wr
k
吋
引
制

t
rじ
り

，r
、
d
'
i

・r-，‘ar--
B
E

a
、

に
つ
い
て
は
、

こ
れ

J
山
一
に
ぬ
け
ム
ト
・川
氏
の
符
瓜
の
向
T
ト
に
汚
.A

が
あ
る
。

泡
』
「
印
氏
h

ー
ニ
に
つ
い
て
は
、
F
永』

r
t
n
V
3

ー園町.

で
も
な
い
で
あ

ろ
う
。
『
初
手
よ
」

3
J
r
t
i
、

1

1

1
 

代
1:1 
ド

ゆい
'
b」

匝l

学
』
(
協
i

，J
川
川
)
や
川M
U
ψ

の

司

m風
情
以
内
代
の
で
ゆド

・I
l
-
-Ez
t
1
'
1

・・t
'

t
l

a

w

-

、，，•• 
d
v
J
川
，

で
そ
の
利
川
例
が
幾
つ
も
ゐ
げ
「
れ
et
お
り
、
「

uボ
ド
.
』
の
ほ

tp」
r
t
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交
に

つ
い
て
も
既
述
の
早
川
氏
の
J
論
芳
や
池
田
氏
の
著
♂
、

更
に
注

一
致
し
な
い
。
よ
っ
て
「
私
注
』
読
者
は
上
野
粉

一
氏
成

『注
千
字
文
』

の
系
統
の
『
千
字
文
注
』

を
利
則
し
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る

一一
↑
、
注
十
九
の
尾
形
氏
の
日丹市
川口
の
「
図
録
編
」
に
掲
載
さ
れ
た
上
野
粉

一
氏

政

『
必
千
{
子
文
』
に
よ

っ
た
。

卜

一
に
・ば
し
た
初
尾
氏
の
品
考
中
の

「ぷ
吠
の
流
れ
」
と
い
う
帝
で
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「百
-d
、化
・」
に
つ
い
て
も
、

既
述
の
池
田
氏

ま
た

の
い宵
l
u
に
伝
，
.

-
流
布
に

つ
い
て
の
考
証
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
さ

、
•. 

E
b

・

』

3

0

4
4
1
，J

・u

f

し、

住一

.
に
掲
げ
た
太
田
氏
の
品
考
に
お
い
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
点
福
寺
蔵

〔付
記
〕

本
稿
は
修
士
論
文
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
な
す
に

あ
た
り
、

伊
藤
正
義
先
生
か
ら
諸
資
料
の
閲
覧
に

つ
き
御
教
示

・
御
指

導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
え
、
小
島
滋
之
先
生
か
ら
は
「
煩
舎
」
の
利
則

の
問
題
を
中
心
に
、
さ
ら
に
本
学
中
国
文
学
科
の
山
口
久
利
先
生
か
ら

は
論
述
の
詳
細
な
点
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
御
教
示
を
完
全
に
本
稿
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ

た
。
「頬
代u
」
の
利
用
を
中
心
に
、
今
後
と
も
調
査
を
続
け
後
日
を

期
し
た
い
。

の

『仏
法
伝
市
次
第
」(一

巻
。
鎌
倉
4

写
本
)
の

尼
の
記
載
に
よ
る

と
「
抑
信
救
脊
・
マf
ハ
必
雨
前
u
北
堂
遊
学
末
生
也
。
近
衛
天
白
五
在
位
之
丹
、

忽
位
叶
・-
機
市
之
交

併
合
尚
之
検
(
於
--
田
町谷
-剃
-一
翠
髪
刊
初
修
-一
行

化
金
、

1
4

・RH'

後
底
--
止
術
館
-
:
:
:
略
:
:
:
」
と
あ
る
。

ー
、
足
形
裕
一
康
氏
河
川一一れ
千
字
文
の
教
育
史
的
研
究

〈本
編
〉
」
(校
合
冷
房

刊
)
の
第
・
2

第
四
車
の
お
5
関
に

「
千
字
文
』

の
享
受
の
資
料
と
し

で
こ

の
部
分
の
み
写
点
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

そ
れ
に
基
い
て
翻
字
を

試
み
れ
~。
原
本
は
京
郎
大
党
寺
所
蔵
の
も
の
で
、

昭
和
三
十
四
年
撮
影

と
の
こ
と
で
あ
る

九
、
前
の
注
十
八
で
掲
げ
た
尾
形
氏
の
著
書
の
中
で
現
存
最
古
の

き
千
字
文
」
と
し
て
、
大
阪
の
k
野
精

一
氏
厳

「、在
千
字
文
」
(建
仁
二

年

〈
一
二

O
二〉

写
本
を
弘
安
十
年

〈
一
二
八
七
〉
に
再
度
書
写
し
た

も
の
)
の
解
説
が
あ
り
、
問
符

3
の
「
図
録
編
」
に
巻
首
と
巻
末
の
み

を
写
点
で
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
「
私
注
」
に
お
い
て
「
千
字
文
注
日
」

と
い
う
引
用
が
四
箇
所
あ
り
、
た
ま
た
ま
そ
の
う
ち
三
箇
所
ま
で
、
そ

の
写
兵
に
掲
載
さ
れ
た
部
分
に
ほ
ぼ
同

一
の
注
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る

と

こ

ろ
が
尾
形
氏
の
著
書
で
室
町
時
代
に
流
布
し
だ
し
た

「注
釈

付
き
千
字
文」

の
代
表
的
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
品
側
側
古
注
千
字
文
」

(内
閣
文
庫
蔵
無
刊
記
版
本
に
よ

っ
た
。)
の
注
は

「私
注
」
の
も
の
と
は

「、注
釈
付
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